（定例）　山行　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者（　中村　　　）

	山　域・ルート　谷川岳・西黒尾根　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


日 時　１７年３月２６日 ～３月２７日　(　　　　　)　　　　　　　　

メンバーP：阿倍、Ｆ、浜野、竹ノ内、箕島、中村　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　計　６　　人　）　　　　
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行 動 記 録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3月26日　19:00大宮発→20:30東松山IC→22:25:ロープウェイ乗り場P　

3月27日　6:27ロープウェイ乗り場P発→7:21西黒尾根取り付き→8:04鉄塔→

12:00ラクダのこぶ→12:40下山開始→

14:47鉄塔→15:42ロープウェイ乗り場P

→21:00温泉経由大宮着

　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上り6 時間10分 下り3時間００分　　　　　　　　　　　　　

感 想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　夜行日帰りということで天神平へ向かうロープウェイ乗り場の駐車場にテントを張ったわけですが、就寝中に入場してくる車がひっきりなしでドアを開け閉めする音に人声、排気音。何度も安眠を妨げられ尿意と諦めと共に起きだしたのが４時４０分。そそくさとお湯を沸かしおのおの朝食を済ませ、身支度を整え駐車場をでると、すでに陽は高く見上げる空には雲ひとつ無し。

　登山相談所までのわずか１０分ほどの道のりで、うっすらと汗をかき始め一枚脱ぐことに。そしてここでアイゼンを装着し登山道を目差したのだが予想外の深雪で、ワカンに履き替えた。

　鉄塔まではトレースがあったものの、それからさきは２日前の新雪に被われ美しき処女雪のなかをラッセル作業を強いられることとなった。順々にトップを交代し、燦々とふりそそぐ早春の陽光のもと、皆汗だくとなる。カモシカがのっそりと姿をあらわし、いっとき、登る苦しさを忘れさせてくれた。

　徐々に高度を稼いでくると右手にマチガ沢、左手には上州武尊が見えてきた。谷川のピークには人らしき姿も見え叫びあう声も聞こえた。

　らくだのコブを超えたあたりで昼も過ぎどうやらここらでタイムオーバー。引き返すのが妥当な判断だ。

　マチガ沢にはスキーヤーやボーダーが気持ちよさそうに滑り降りる様子が見えた。

あんな風に滑ることができたらなあと、私は指をかむ。

　雪道のくだりは早い。登りの半分の時間で鉄塔まで戻ってくると雪は融け岩場がむき出しになっていた。それだけ気温の上昇が急だったのだ。喉も渇いた。持ってきたテルモスの５００ccもペットボトル５００ccも空になり途中からは雪をテルモスに詰めて飲み水がわり。

　無事に下山を果たした一行は｢谷川テルメ｣で汗を流し、渋滞の中、家族の待つ大宮へと帰宅を急いだのでありました。
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